
（様式１）個別施策一覧表

年度令和６年度 分野

R６年度 R７年度

名称 実施内容 実施期間 実施主体 所管課 決算額（千円） 予算額（千円）

1
保健指導担当者向け
研修会

市町村等保険者の保
健指導担当者の保健
指導に係る技術向上
を目指し研修会を開
催する

毎年度 県
国民健康保
険課

― ―
市町村等医療保険者の
担当者向け研修会を５
回実施した。

保健師の保健指導に係
る力量形成と科学的根
拠に沿った保健指導の
実施。

２
生活習慣病予防対策
事業

県民向けに予防啓発
のためのイベントを実
施した（イベント開催
は事業の一項目）

毎年度 県 健康長寿課 32,277 31,654
うりずんフェスタを主催
した他、各種イベントへ
出展した。（計4回）

健康関連イベントへの来
場者は、健康に関心の
高い層が多くを占めてい
ると推測され、無関心層
への働きかけが課題

３ 特定健康診査
40～74歳の被保険
者・被扶養者を対象
に実施する健診

被扶養者や、国保の働
き盛り世代の受診率の
改善。

４ 特定保健指導
特定保健指導対象者
に対する保健指導

指導に基づいた生活習
慣改善による検診結果
の改善。

５
急性心筋梗塞に係る
市民講座等

急性心筋梗塞の症
状、対処法等の普及
啓発のための市民講
座等の実施

毎年度
医療機関
消防機関

― ― ―
主に消防機関にて実施
（救急法講習会等）

令和6年度については医
療機関において講習会
は開催されていない。

６ 12誘導心電図伝送
救急搬送時の救急隊
員による12誘導心電
図伝送の実施

毎年度 消防機関 ― ― ―
令和5年度は1,108件実
施

伝送システム未整備の
消防が4機関ある。

特定健診・特定保健指導の
実施

県民に対する急性心筋梗塞
の症状、発症時の対処法の
普及・啓発

12誘導心電図伝送の実施

428,210
（国保分の
み）

毎年度
保険者
（市町村国
保）

国民健康保
険課

指標の目標達成を図るために実施する個別施策の実施状況

心疾患分野

今後の
展開方向

番号

県民に対する生活習慣病の
予防及び正しい知識の普
及・啓発

特定健診未受診者への受
診勧奨の実施

課題個別施策
R６年度
実績・成果

主な事業（取組）

市町村等の保健指導担当
者の技術向上

444,960
（国保分の
み）

県内41市町村において
特定健診・特定保健指
導を実施した。
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７
大動脈緊急症の連携
体制構築のための協
議

大動脈緊急症の連携
体制構築のための協
議を行う

― 県 医療政策課 ― ― 未実施
協議の必要性について
検討を行う。

８
心不全管理に関する
研修会の開催

心不全に関するWeb研
修会を開催した

研修内容の充実へ向け
て見直しを行う必要があ
る。

９
心不全緩和ケアに関
する研修会の開催

未実施
研修会開催のための
WG立ち上げを行う必要
がある。

10

小児慢性特定疾病児療
養生活支援事業(うち、
移行期医療支援センター
の設置に係る委託料)

移行期医療支援セン
ターの設置に向けた
準備（関係者の意見
交換・研修等）

R４年度～ 地域保健課 地域保健課 0 3,218千円
移行期医療センターの
設置に向けた協議会を

開催

2医療機関に設置する予定
であり、円滑な支援体制構
築にむけ両者の取組内容
について共有・連携を図る
必要がある

かかりつけ医によ質の高い
心不全管理の提供

心不全緩和ケアが提供でき
る地域医療体制の構築

心不全に係る地域連
携体制構築事業

毎年度 県医師会 医療政策課 4,692千円 5,000千円

先天性心疾患患者の移行
期の支援体制の構築

大動脈緊急症の対応のため
の連携体制構築の取組


